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 第 4 章で著者は、ナシヒメシンクイの産卵場所が寄生蜂の探索行動と密接に関係することから、
ナシヒメシンクイの産卵行動習性、産卵選択に及ぼすナシの新芽由来揮発性物質についての実験














               審   査   の   要   旨 
 
本研究は、ナシヒメシンクイという世界的な果樹害虫に対して、その防除の困難さから天敵が
利用できないかという流れの中で、天敵昆虫の行動制御の可能性を検討した研究である。タテス
ジコマユバチは今まで人工飼育の記録がないため、著者が人工飼育から取り組み、リンゴ幼果と
人工飼料を組み合わせた飼育方法を開発した点は評価できる成果である。この飼育法で、寄生蜂
成虫が多く確保出来るようになり、それによってHIPVsの生物検定が可能になった。機器分析によ
って同定された成分を５成分に絞ることで、より綿密な生物検定を行い、５成分混合物の活性が
最も優れていることを解明した点は、今後のIPMに向けた応用を考える上で高く評価できる。この
成分の活性は、実際の加害植物に近い活性であるので野外でも誘引性は発揮されると思われる。
今後の野外実験が期待されるところである。 
 
令和元年9月11日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結
果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
